
平成３０年度 事務事業点検評価報告書 〔総括表〕 （広陵町教育委員会）

皆さんと共に「いい人づくり」づくり ～わかる・できる楽しさを子どもたちに～

○自ら学び、基礎･基本の重視と個性を生かす教育の充実をはかり、心豊かな人間の育成を目指す。
事 業 目 標

○知･徳･体の調和のとれた自立した子どもの育成に努め、地域の一員であることを自覚し進んで社会に貢献できる人間の育成を目指す。

○人間尊重の精神を培い、家庭や地域社会との連携を図り、地域の信頼と期待に応える教育行政を目指す。

○総合教育会議の開催による町教育行政の推進と広陵町教育大綱の見直し策定を目指す。

事 業 方 針
○学校教育の充実を図るため、学習意欲の向上と基礎学力の定着を推進するとともにトイレの洋式化等、学校教育の環境整備を目

指す。

●教育総務課

前年度の

成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○広陵町教育大綱の ○総合教育会議の開催と広陵町教育大綱の見直し策 ○町長部局と教育委員会事務局との連携協力による年
策定 定 ３回程度の総合教育会議の開催と教育大綱の見直し

策定を含む教育委員会各課の諸事業の検討と評価を

目指す。

○小中学校の連携教 ○小中連携教育の推進と学力向上に向けた各校にお ○まずは教科化となる道徳の研究授業での小中連携を
育の推進と児童生 ける取組の強化 進め、順次、他教科の連携を進めていく。 Ａ

徒の学力向上

○学校施設の環境改 ○小中学校施設における非構造部材耐震化工事及び ○小中学校施設における非構造部材耐震化工事を実施

善 トイレ改修工事の設計業務の実施 し安全で安心な学校施設に向けて改修を実施。
○トイレ改修工事に向けた実施設計を行いトイレ環境

の改善に取り組む。



評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

○定例委員会を12回、臨時委員会を２回開催し、後援名 ○定例委員会を毎月開
教育委員会の ○毎月開催する定例教育委員会での教育

Ａ
義の使用承認や学力学習状況調査の分析結果の検討、 催し、審議を行うこ

開催 における諸問題の課題解決に向けた審 教育委員会に関わる規則や要綱等の変更や人事案件の とで、滞りなく教育
議

Ａ
承認などを審議し、開かれた教育委員会を目指している。 行政を推進すること

ができている。
○広陵町教育大綱に基づいた事業の実施、教育委員会各 ○教育大綱の策定に基

教育行政の推 ○年３回の総合教育会議の開催
Ａ

課の諸事業の報告や学校における問題等を基に町長部 づく教育行政が進め

教 進 局と教育委員会事務局との連携協力による教育行政の られている。
推進を図る。 ○学校・幼稚園を訪問

育 することにより、本
○全学級の授業参観による子どもの学習状況の把握と学 町教育現場の現状が

委 校長や園長からの学校・園の経営方針や課題を聴取す 把握でき、その上で、
幼稚園訪問及 ○幼稚園６園、小中学校７校を対象とし

Ａ
るとともに教育委員会からの指導助言を行った。 教育の振興に向けた

員 び学校訪問 た訪問を年２回（春、秋）実施 Ａ ○10月には13校園を訪問し、今年度や来年度の修繕箇所 協議・指導・助言を
について、管理職から説明を受けるとともに視察によ 行っている。

会 る現認作業を行い、早期対応すべき箇所の検討と助言 ○教育委員会研修大会
を行った。 や先進地視察で得た

活 情報や取組内容を本
○近畿市町村教育委員会研修大会（滋賀県野洲市）に参 町でも実施推進しよ

動 ○近畿教育委員会研修大会への参 加 加予定であったが、台風の影響で中止。後日道徳教育 うと努めている。
改革についての資料送付有り。 ○教育行政の充実・発

視察研修
Ａ

展に向けて、教育現

○教育委員会活動における先進地視察 Ｂ ○先進地視察として、愛知県北名古屋市教育委員会及び 場の課題に対する改
五条小学校運営協議会に訪問し、コミュニティ・スク 善に努めるとともに
ールの取組について研修。今後の本町における取組へ 本町教育振興の理念
の示唆を得た。 に基づく人づくりを

進めている。
○各学校・幼稚園の主要行事に参加し、各校園の幼児児

各種行事への ○入学（園）式、卒業（園）式、運動会 童生徒の雰囲気や成長の様子を観察することで、今後

参加 ・体育大会、町教育講演会、町民体育 Ａ の校園への指導助言に役立てた。
祭、文化祭、成人式等への参加 ○町教委主催事業に参加し、町教育行政の助言者として

指導助言を行った。



評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

安全安心な学校施設のため ○子どものトイレ環境

学校施設環境 ○小中学校における教育環境向上の一環 Ａ Ａ Ａ ○非構造部材耐震化工事を実施 を整えることで学校

改善 として、施設整備事業を実施 ○昨今の生活環境の変化に伴うトイレ洋式化乾式化工事 施設環境の向上を目

のため設計業務実施（広陵西小学校・広陵北小学校） 指している。

○町教委主催の初任者研修において、教員としての心構 ○子どもの学習意欲を

学 学習意欲の向 ○教員の指導力及び資質の向上 Ｂ Ｂ Ｂ えや服務、児童生徒理解、生徒指導等の講義及び町内 向上させるため、教

上及び学習習 の文化財の見学、授業参観による授業研究の方法や教 える側の教員に対し

慣の定着化 材研究の方法について伝達・指導した。 て、今日的な課題を

○町教委主催の教育講演会（ESD教育）及び食物アレルギ 町内の全ての教員を

ー対応研修等、教員の資質向上を目的とした研修会を 対象に実施してる。

実施した。 ○調査結果による現状

○全国・県学力･学習状況調査の結果を分析し、本町の児 把握と分析から、学

学力・体力の ○児童生徒の学力向上 童生徒の現状把握及び各学校の課題（学校間格差が大 校間格差を是正する

校 向上 きい）解決に向けた学力向上への取組に努めている。 取組を各学校に発信

○全国及び県の体力・運動能力、運動習慣等調査結果の し、学力向上及び体

○児童生徒の体力向上 Ｂ Ｂ Ｂ 分析を受けて、引き続き投力（ソフトボール投げ、ハ 力の向上に努めてい

ンドボール投げ）について、目標指標を設定し、各学 る。

校での授業や遊び時間を通して改善を図り、さらなる

伸長を遂げた。

○小、中学校ともに完全給食を実施し、成長期に必要な ○必要な栄養を摂取でき、

○給食を中心とした食育の推進 栄養を提供するとともに、献立表や給食だより等を通 食への興味・関心も高

教 じて、食への関心・知識を深めている。 まっている。

○給食で広陵町産や奈良県産の地場産物を使用すること ○地場産物を使用するこ

で、地域の農作物について知り、食への感謝の心を育 とで、地元への興味・

食育の推進 んでいる。 関心がわき、生産者へ

○食物アレルギー対応 Ａ Ａ Ａ ○食物アレルギーを有する児童生徒へ安全に給食を提供 の感謝につながる。

できるように、保護者、学校、教委、給食センターで ○食物アレルギーを有す

連携をし、面談や個別の支援プランを作成し、給食を る子どもも給食を食べ

実施している。 ることができ、安全な

給食実施に努めてい

る。



具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）
（A･B･C） 及び改善方策

○第１回は、就学指導委員会から教育支援委員会への説 ○教育支援委員会によ

○年３回の教育支援委員会の開催 明と委員長及び委員を決定するとともに、就学相談に り、個別の支援が必

ついての講演を行った。第２回は、各校園から申請さ 要かどうかを検討し

Ａ Ａ れた個々の内容の報告と検討、第３回は、就学先等の 特別支援学級・学校

決定を行った への進級・進学の審

査を適切に行ってい

育 る。

○特別支援教育コーディネーター連絡会を５回実施し、 ○特別支援教育の充実

○幼稚園等就学前施設から中学校卒業ま 町内幼稚園、保育園、こども園の担当の先生にも参加 発展に向けて、より

での「個別の教育支援計画」の作成をす Ａ してもらい、昨年度作成した、町統一の「個別の教育 一層小学校と中学校

特別支援教育 すめる Ａ 支援計画」の作成を行い学校種間での切れ目ない支援 の連携を深めようと

の充実 を進めている。 している。

Ａ ○課題を抱えている子

○学校生活アドバイザーを各学校に巡回派遣し、支援を に、より児童生徒の

○課題を抱えている児童生徒への対応 要する児童生徒への関わり方や保護者、教員へのアド ニーズにあった指導

の Ｂ バイスをいただき、児童生徒が安心して学校生活を送 を展開しようとして

れるように支援した。 いる。

○学校教育活動の一つとして中学校における部活動の全 ○町内中学校における

○各部活動に係る費用全般の補助 てに活動の一助となる補助をした。 部活動に対して、様

充 ○中体連主催事業の公式戦を中心に連盟・協会の準公式 々な形で補助するこ

部活動補助金 ○奈良県内公式戦出場にかかるバス借上 戦にも出場できるようにバスの借り上げ料を負担し、 とで部活動の活性化

料を町が予算内で負担 活動への意欲につなげた。 につなげている。

Ａ Ａ Ａ ○近畿･全国大会に出場する生徒及び引率教員への旅費等

○近畿・全国大会出場生徒及び引率教員 を補助することで広陵町の名声及びスポーツ振興に寄

の費用を補助 与した。補助金要綱を定め、次年度からの派遣に明確

な基準を設けた。

実



●学校支援室
前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○各学校における生徒指導上の課題に対して、迅速か
○夏季教育相談を含 ○町内各小中学校への支援体制の強化を目的とした つ適切な支援・助言を進めるための組織体制を構築
めた様々な教育相 組織体制の構築 する。
談の充実 ○就学指導（特別支援教育）に伴う夏季教育相談の充

○就学指導を中心とした教育相談及び課題をもつ子 実と県から派遣されているスクールカウンセラーの
どもや保護者への支援の充実 活用及びスクールソーシャルワーカー、心の相談員

等の課題をもつ子どもや保護者への適切な相談活動 Ｂ

を充実させる。
○就学援助の充実 ○準要保護家庭への就学援助の充実 ○町内各小中学校の準要保護家庭への就学援助の充実

と新入学学用品費の入学前支給の周知の定着化を図
る。

○いじめ防止に向け ○広陵町いじめ防止対策推進条例及び広陵町いじめ ○広陵町におけるいじめ防止対策推進条例及び基本方
た体制の構築 防止基本方針に基づいた取組の推進 針に基づき、いじめ問題連絡協議会等を設置する。

関係機関との連携及びいじめの防止等に向けた効果
的な取組を進める。

評価 自己評価 関係者評価

項目
具体的目標 具体的方策・評価指標 結果 成 果 と 課 題 （結果・分析）

分野
（評価小項目） （A･B･C） （評価結果の分析） 及び改善方策

○特別な支援が必要と考えられる子ども ○7月23日（月）から8月3日（金）の間各学校で開催。申 ○夏期の教育相談につ
夏季教育相談 を対象とした教育相談を就学前から中 込相談件数は52件（前年比-22件）。校区で開催するこ いて校区の学校での
の実施 学３年生および、その保護者を対象と Ａ Ａ Ａ とで会場への移動の利便性を高めると共に、特に就学 開催に変更した結果

して、校区の学校で実施する。 期に早期から学校と関わりをもつことが可能となった。 早期から学校と関わ

教 件数の減少はH28、H29年度は途中入級についての相談 りを持つことができ
が22件あったが、今年度は8件であったことが主な要因 就学に対する具体的
と考えられる。 イメージを持ちやす

育 くなった。
○県教委からの広陵中学校、真美ヶ丘中 ○県派遣スクールカウンセラーは、年間103時間の派遣を ○ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾏｲﾝﾄﾞをも
学校へのスクールカウンセラー配置 行った。広陵中学校では、延べ64件（うち校区内小学 ったｶｳﾝｾﾗｰの配置に

相 校8件）、真美ヶ丘中学校では、延べ80件の相談に対応 よって、子どもだけ
スクールカウ した。真美ヶ丘中学校では、1年生を対象にカウンセリ でなく保護者もｶｳﾝｾ
ンセリングカ Ａ Ａ Ａ ングとストレスマネジメント講演を行った。 ﾘﾝｸﾞを受けることで

談 ウンセラーの 子育て等教育に関わ
派遣 ○町教委臨床心理士を、小・中学校に派 ○幼・小・中学校での巡回相談を行った。延べ68件の相 る悩みの相談に中学

遣 談に対応した。 校を中心に幅広く対



応できている

自己評価 関係者評価
活 具体的目標 具体的方策・評価指標 結果 成 果 と 課 題 （結果・分析）

（評価小項目） （A･B･C） （評価結果の分析） 及び改善方策

動 ○スクールソーシャル
スクールソー ○学校生活アドバイザーを小･中学校に ○学校生活アドバイザーを週４回、小・中学校に派遣し、 ワーカーの新たな派
シャルワーカ 派遣 Ａ 課題のある児童・生徒の行動観察や担任等に社会福祉 遣やこれまでの心の

の ーの派遣 的観点からの助言・指導・関係者間調整を行った。 相談員、まなびの相
談、子どもと親の相
談員の派遣によって

充 Ａ 教員以外の立場から
心の相談室の ○広陵中学校と真美ヶ丘中学校で相談室 Ａ ○延べ60件の相談に対応した。 児童生徒、保護者が
開室 を開室し、各学校で月に１回臨床心理 相談を受けることで

実 士を派遣 様々な問題の解決に
Ａ つながっている。

Ａ

まなび相談室 ○広陵中学校と真美ヶ丘中学校で相談室 ○延べ60件の相談に対応した。
の開室 を開室し、各学校で月に１回臨床心理

士を派遣

子どもと親の ○子どもと親の相談員の配置。町立５小 Ｂ Ｂ ○広陵東小学校は延べ147件、広陵西小学校は延べ ○かたらい教室の活用
相談員の配置 学校に退職教員等を子どもと親の相談 207件、広陵北小学校は延べ127件、真美ヶ丘第一小学 方法を継続的に模索

員として配置 校は延べ98件、真美ヶ丘第二小学校は延べ76件の相談 していく。
に対応した。

適応指導教室 ○大和高田市教委との提携による、適応 Ａ Ａ ○平成30年度は14人が登録。面接相談103回、集団適応指
との連携 指導教室「かたらい教室」の利用 導教室出席276回であった。不登校の児童・生徒本人は、

かたらい教室に通えない場合もあるため、保護者、教
員の相談先として活用できるよう進めていく。



評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

○準要保護家庭への学用品、新入学児童生徒学用品、通 ○準要保護家庭への手
○各小中学校の準要保護家庭に対する就 学用品、修学旅行費、校外学習費、給食費の援助を実 厚い援助により子ど
学援助の充実 施した。 もの貧困対策の一助

就 準要保護家庭 小学校 １２８名 となっている。

学 への就学援助 １年：２４名 ２年：１９名 ３年：１８名

援 ４年：２２名 ５年：１６名 ６年：２９名

助 Ａ Ａ Ａ 中学校 ８６名

の １年：２５名 ２年：４２名 ３年：１９名

充 ○新入学児童生徒学用品費の入学前支給を実施した。

実 ○新入学児童生徒学用品費の入学前支給 〈支給人数〉
の実施により就学援助の更なる充実 小学校入学予定 １５名

中学校入学予定 ２５名
（小学校６年生）

い ○各学校におけるいじめアンケートの実 ○県からのいじめアンケート（6月実施）だけでなく、各 ○学校教育の今日的課
じ 施 学校は学期に１回程度のアンケートを実施して、いじ 題となっているいじ
め めは絶対許さないという強い思いでいじめ防止を推進 めの対策について、
防 各学校でのい した。 「いじめは絶対許さ
止 じめの対応 ○各学校におけるいじめ防止基本方針に Ｂ Ｂ Ｂ ない」という強い信
対 基づく取組の年間計画の作成及び学校 ○広陵町いじめ問題連絡協議会委員を委嘱するととも 念が感じられる。
策 いじめ防止対策委員会設置への助言 に、広陵町いじめ問題連絡協議会規則に基づき、第
の ○広陵町いじめ防止対策推進条例及び広 １回広陵町いじめ問題連絡協議会を８月に開催した。
推 陵町いじめ防止基本方針の策定 協議会では、本町のいじめ防止のための様々な意見
進 や提言、協議等をして本町のいじめ防止を推進する



●生涯学習スポーツ課
前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○生涯学習施策の充 ○「人と人」「人と地域」がつながり、支え合う生 ○社会教育委員により編集している「広陵町のまつり」
実 涯学習社会の構築を目指し、関係機関と連携しな の冊子作成に向けて準備を行う。 Ａ

がら、活力あるまちづくりを進める。

評価 関係者評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 （結果・分析）

分野（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） 及び改善方策
（A･B･C）

地 ○学校からの要請に応じ、地域コーディ ○ボランティアとコーディネーターの協力により、調理 ○ボランティア及びコ

域 学校・地域 ネーターと学校支援ボランティアが協 実習等の授業支援、花壇の手入れ等の環境整備、登下 ーディネーターの募

ぐ パートナーシ 力して、学校のさまざまな活動を支援 校時の見守り等、子どもたちへの支援を実施した。 集方法等を工夫し、

る ップ事業 Ａ ○ボランティア等の高齢化、新規ボランティアの確保の 人員確保に努めよう

み 難しさ等による、人員確保が課題である。 としている。

の
子 ○ＰＴＡ指導者研修会の実施 ○学校、家庭、地域が連携・協力しながら、地域の教育 ○核家族化による、育

育 力の向上に繋げるため、町内の幼・小・中学校のＰＴ 児の孤立化等に対応

て 青少年健全育 Ａ Ａ及び学校関係者等を対象に「スマホ時代の子どもた する研修内容を検討

と 成事業 ○関係機関と連携した町内巡視の実施 ちに保護者ができること」と題して指導者研修会を開 する。

教 催した。

育 ○夏期休暇時等の夜間巡視をはじめ、河川・ため池等危
険箇所点検を実施した。

家 ○保護者が子どもの心身の発達や課題、保護者としての ○園・学校の協力を得
○町内の各幼稚園、こども園、小学校、 役割や家庭の在り方等を学ぶ場として、全ての幼稚園、 て、多忙な中、積極

庭 中学校において、それぞれ年間３回の こども園、小・中学校で、年間３回の実施があった。 的に取り組んでいる。
家庭教育学級 家庭教育学級を実施 ○内容等を工夫し、よ

教 Ａ Ａ Ａ ○就業しているＰＴＡの増加等により、参加者が減少傾 り充実した学級とす
向にある。 るよう検討を重ねて

育 いる。



評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

○年２回の定例会のほか、事業開催のための会議を開催 ○冊子の発行について
○広く社会教育を通し、活力あるまちづ した。 は、メディアにも取
くりを推進 ○１１月２３日に世代間交流事業（パークゴルフ大会） り上げられ、高い評

社会教育委員 Ａ を開催し、１０４人が参加した。 価を得ている。
活動 ○世代間交流を目的として、地域の研究 ○地域間交流事業への協力をはじめ、各種大会・町行事 ○関係機関との連携を

調査を実施 等に出席した。 強化、活動の活性化
○地域の調査研究の成果品として「広陵町の民話」「ふる を推進している。

生 さとの言葉」の冊子を発行した。
○文化的創造意識の高揚と、文化芸術活 Ａ Ａ ○１１月２日～４日の３日間、文化祭を開催した。 ○町の文化活動の中核

涯 動の振興のため、文化の日を中心に文 第５７回文化展覧会（４２１人・６７７点の出展、１, を担う事業として、
文化祭 化祭を開催 Ａ ８２１人の来場）のほか、中央公民館活動発表会、参 地域に根付いている。

学 加体験型教室、広陵町園児作品展、文化歴史講演会と ○駐車場不足に対応す
発掘速報展、子ども映画鑑賞会、中学生絵画展を開催 る必要がある。

習 した。
○二十歳を迎えた新成人を祝うため、成 ○新成人で構成する成人式実行委員会が中心となって、 ○式典内容の再考を検

の 成人式 人の日に成人式を開催 Ａ 式典を進行した。 討している。
・対象者 ３７６人（町内 ３６３人・町外 １３人） ○記念撮影の円滑化を

発 ・参加者 ２９７人（対象者の７８．９９％） 検討している。
○地域における学習需要に応える社会教 ○各種教室・講座・子ども対象事業のほか、女性学級、 ○受講者の高齢化・固

展 公民館活動 育施設として、人づくり・地域づくり 実年学級等を開催した。 定化に対応する講座
を推進 Ａ ○公民館育成クラブとして、５９団体・７７３人が活動 等の検討が必要であ

強 Ａ Ａ した。 る。
○主催事業・育成クラブの実施のほか、 ○中央公民館の施設利用者 ○施設の老朽化に伴

化 施設利用 公共的な利用への貸館事業を実施 Ａ ３，０１９件・３８，１６４人 い、改修等の検討が
必要である。



評価

項目
具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

人権教育の推 ○人権尊重の理念に対する理解と体得の ○広陵町人権教育推進協議会として、次の会議・研修等 ○多様な人権問題解決
進・人権啓発 ため、関係団体と連携して、多様な学 Ａ Ａ Ａ を開催した。 に向けて、より地域

人 習機会を提供し、人権教育・啓発施策 ・役員会 ２回、総会 １回 に密着した取組を推
を推進 ・人権セミナー 進する。

権 （全３回：うち１回は家庭教育学級と連携）
○広陵町人権啓発活動推進本部事務局として

教 ・人権のつどいの開催（７月）
・町職員人権研修の開催（２月）

育 ・人権啓発チラシ（つながり）の発行
○関係団体との連携
総会への協力及び参加 ２回
奈人推協、郡人推連協研修会・講習会への参加

１２回
「啓発連協」学習会等の参加 ７回

青 ○関係機関等と連携し、地域社会の中で ○青少年健全育成協議会として、次の事業を実施した。 ○会員の高齢化・固定

少 青少年の健全育成を推進 ・委員会及び総会 各１回 化に対応し、人員確

年 青少年健全育 ・祭り等に伴う町内巡視活動 ２回 保に努める必要があ

健 成のための様 Ａ Ａ Ａ ・研修会への参加 ３回 る。

全 々な活動 ・啓発活動等 ２回 ○地域住民の意識高揚

育 ・定例巡視及び立哨等 １９回 のため、より一層の

成 啓発活動を検討する。



前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○生涯スポーツの情 ○生涯スポーツの情報と機会の提供 ○生涯スポーツに対する住民の意識高揚を目標に、健
報と機会の提供 康づくりに必要な情報提供と施設利用の拡大を計り、

○体育指導員や体育協会との連携・協力に伴うスポ 住民主体のクラブである総合型地域スポーツクラブ
○スポーツ推進委員 ーツの振興 の活動が軌道に乗るよう支援を行う。
や体育協会との連 Ａ
携・協力に伴うス ○軽スポーツなど新種目への設備を充実させ、ミニ体
ポーツの振興 育館利用者のマナー向上、施設の維持、管理、改修

を行う。

○町民体育祭においては参加しやすい種目内容の導入
を考える。

評価

項目
具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

社 ○第６０回春季町民総合体育大会 ○体育協会・総合型ス
８種目・１９１人・１７チーム参加 ポーツクラブ等と連

○第４７回秋季町民総合体育大会 携し、各種スポーツ
生涯スポーツ ○生涯スポーツに対する住民の意識高揚 Ａ Ａ Ａ ９種目・２９４人・２６チーム参加 教室・大会等の内容

会 の振興 ○第６０回町民マラソン大会 ２４６人参加 充実を図っている。
○住民参加型スポーツイベントチャレンジデーの開催 また、チャレンジデ

H３０年度参加者 ２０，５１６人 住民参加率５８．６％ ーなどのイベント開
○総合型地域スポーツクラブの支援 催により町民のスポ

体 実施事業：８教室、２イベント 会員数 ２５８人 ーツ・健康づくりに
参加人数 延べ１２,８８６人 対する意識の高揚に

努ようとしている。

育



具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）
（A･B･C） 及び改善方策

の

○各施設の利用者数 ○各体育施設について
中央体育館 ５，７１１件 ４９，６８５人 安全性の確保や利用

充 ミニ体育館(4館) ５，１３８件 ７７，２９５人 促進を見据えた適正
施設の利用 ○体育館の設備充実・維持・管理・改修 Ａ 運動場(4箇所) ９４１件 ３１，０３０人 な維持管理・改修に

テニスコート(4箇所) ３，１６０件 ２０，９３４人 努め、管理運営体制
○施設の大規模改修等 の充実を進め、有効

実 ①広陵西体育館床改修工事 活用を図ろうとして
②真美ヶ丘体育館アリーナ照明ＬＥＤ化工事 いる。

町民体育祭 ○町民が参加しやすい種目内容の導入 B ○前年度の町民体育祭は雨天のため中止となったが、今回 ○町民が参加しやすい
実施したことにより反省点や参加者・関係者等の意見を反 内容の体育祭実施を
映し、体育祭の内容の充実に努める。 検討していく。



●文化財保存課
前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○巣山古墳史跡整備 ○巣山古墳史跡整備事業 ○十分な事業費を確保して、全体計画を進める。
事業

○指定文化財の保守 ○文化財保存施設の維持管理 ○文化財保存施設の保守点検。
点検助成 Ｂ

○文化財ガイド活動 ○文化財ガイド活動の支援 ○文化財ガイドが案内する観光客数を増加させる。
の支援と利便施設
の整備

評価 関係者評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 （結果・分析）

分野（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） 及び改善方策
（A･B･C）

○埋蔵文化財包蔵地の開発行為に伴う発 ○発掘届件数６８件、試掘８件、立会１２件、慎重工事 ○試掘・立会件数を増
発掘届 掘届進達 ４８件。公共及び民間開発の発掘届の奈良県文化財保 やし、情報収集に努

Ｂ 存課へ進達した。 める。

文
○史跡等の環境整備(５箇所)、収蔵庫管 ○巣山古墳、牧野古墳、乙女山古墳、三吉石塚古墳、石 ○委託内容を検討して

化 史跡環境整備 理（１箇所） ヶ谷古墳の除草・剪定業務をシルバー人材センターと 効率化を図る。
Ｂ 広陵古文化会に委託、与楽寺収蔵庫管理業務を広瀬区

財 に委託した。
当初予定した除草・剪定回数を確保できなかった。

保 史跡整備事業 ○巣山古墳史跡整備事業 ○巣山古墳第１９次発掘調査で４４０㎡を調査し、史跡 ○事業費確保に努め、
Ｂ 整備工事で墳丘３９ｍ、外堤５０ｍを護岸工事をした。 計画を進めている。

存 Ｂ 事業費が減額されているため、全体計画が遅れている。

と ○指定文化財防災設備保守点検 ○未整備だった教行寺本堂の火災報知器設置を助成した。○県補助金上限額を超
文化財保存助 える分については、

活 成 ○百済寺三重塔周辺環境整備事業 Ａ Ａ ○奈良県補助金で百済寺梵字池を囲う景観フェンスを設 所有者と折半。
置した。

用 ○広陵町文化遺産総合活用推進事業
○文化庁補助金で讃岐神社の祭礼継承のため赤部区地車
を修理した。



評価

項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

○文化財ガイドの会活動の支援と観光客 Ｂ Ｂ ○文化財ガイドの会員３０人が３８件、４９０人の観光 ○文化財ガイド申込み
を増加させる。 客を案内した。春・秋に牧野古墳で定点ガイドを行い、 数が減少した。

普及啓発事業 ４６２人案内した。 馬見丘陵公園で文化
ガイド技術を向上させ、観光客の再訪問を図る。 財ガイドを実施し、

再訪を促す。
○牧野古墳リーフレット作成 ○牧野古墳リーフレットを新調し、牧野古墳の定点ガイ

ドで配布した。

○小学生を対象に古代体験学習の充実 ○かぐや姫祭りで「勾玉づくり」開催 参加者４０人 ○古代体験を通じて郷
文化祭で「鏡・銭の鋳造体験」開催 参加者５５人 土愛を醸成する。。

○デジタルミュージアムの推進 Ｂ ○巣山古墳出土遺物の３次元画像を作成し、町ＨＰにリ
ンクタグを貼った。

施設管理 ○歴史資料館の条件整理と事業推進 ○単独館の基本設計書が完成し、整備検討委員会の答申 ○公共施設総合管理計
Ｃ Ｃ が出されたが、実施設計に至っていない。財源及び人 画との整合を図りな

材確保を図りながら進める。 がら進める。

○文化財保存センター施設の維持管理 ○台風被害復旧事業として外壁の修繕をした。
陸屋根の防水シート張り替えで雨漏り修繕を行った。

○巣山古墳説明板の設置 ○馬見丘陵公園の「いにしえの丘」に設置した



●図書館
前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○図書館サービスを ○町民の教養、調査研究、レクリエーション等に資 ○町民のニーズを把握し、新鮮な図書資料を提供する。
見直し、サービス する事を目的に、新鮮で有効な資料を収集し、生 ○リクエスト資料を確実に提供する。
向上に努める。 涯学習拠点としての機能強化及び利用促進に努め ○展示やおすすめ本など読書推進につながるよう、積

る。 極的に情報提供する。
○電子図書館及び読
書推進機能の活用 ○町の情報拠点として、移住定住サロンとも連携し ○図書館行事の開催により、図書館利用促進を図る。 Ａ
促進 ながらイベントを開催し、利用者の増加や読書推

進に努める。

○利用者それぞれのニーズに沿った図書館利用が実 ○アンケート結果による利用者ニーズの内、可能なも
現できる環境整備。 のから実現し、今後の実現について検討する。

評価

項目
具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

分野
（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

（A･B･C） 及び改善方策

○新規出版物の把握に努め、ブックリス ○年間約8,000冊の図書を購入し、Ｈ30年度末時点で蔵書 ○新刊本の充実に取り
図書の収集・ トの他、本の展示会、出版社の巡回、 冊数295,062冊。情報が古くなった図書や破損のひどい 組んでいる。また、
保存・提供・ 見計らい等での本の選書及び利用者へ Ａ Ａ 児童書の入替も行い、常に新しい情報の提供に努めた。 町民サービスの観点

図 読書推進 の新鮮な図書の提供 図書館の根幹となる業務なので、今後も継続する必要 から町民のリクエス
がある。 トを積極的に取り入

○利用者の希望する図書をリクエストサ ○リクエスト数はＨ27年度933件→Ｈ28年度1,722件→ れ、リクエストに確
書 ービスにて提供 Ｈ29年度1,023件→H30年度1,002件となっており、落ち 実に応えている。

着きを見せている。シリーズ所蔵本の細かいチェック
○貸出カウンター横で、毎日お勧め本を と新刊本の早期購入の成果により、利用者の要求前に

館 紹介する事により、貸出の増加につな 提供できる資料が増えたためと考えられる。しかし、
げるとともに普段あまり目につかない 利用者ニーズは多岐にわたるため、迅速で確実に提供
ジャンルの本を手にとってもらい、読 できるよう今後も継続して努めていく。

活 書の幅を広げる。
○貸出冊数はH29年度475,275冊からH30年度は467,682
冊と下降したが、おすすめ本や展示本は興味関心を

動 Ａ 持ってよく利用され、、読書のジャンルは広がってい
る。利用者の興味を引くテーマで今後も継続する。



図書館行事開 ○図書館資料を利用して、専門講師によ ○図書館講座（月1回）・読書会（月１回）・映画会（月1 ○様々な図書館の行事
の 催 る講座や、親子向けの絵本講座、映画 回）・本のテーマ展示（月1回）・赤ちゃんから絵本を楽 を開催するとともに

会・読書会等を開催し、図書館利用と Ａ しもう（月2回）・おはなし会（毎週1回）・ブックリサ 図書館利用の拡充と

充 読書活動を推進する。 イクル（年1回）・一日図書館員体験（夏休み）・子ども 読書活動を推進して
読書の日特別行事、読書通帳発行、読書マラソン大会、 いる。

○他部署と連携した集客力の強いイベン 本の福袋等の行事を開催した。

実 トの開催により、町の情報拠点として また、これら通常行事の他、移住・定住サロンと共同
図書館業務以外の情報発信も行う。 で、行事に合わせたイベントを開催。夜間開館・夜間
ひいては新規利用者の利用促進につな 映画会・クリスマスパーティー等特別なイベントを開
げる。 催し、図書館の新しい魅力を発信できた。また、はぐ

マルシェなど町の魅力発信のイベントも数多く開催さ
Ａ れた。

中学校ALTによる英語おはなし会も開催。参加者は毎
回多く、英語絵本の貸出にもつながった

図書館運営の ○実施した利用者アンケートで把握した ○アンケート結果から得たニーズの中で、平成30年 ○結果を元にどんな
見直しとサー 現在の利用者ニーズに基づき、今後の 度は自習席と閲覧席の配置について見直し、自習席 サービスを提供で
ビスの向上 図書館運営やサービスの内容について Ａ の増加と配置変更を行った。 きるのか、検討し、

検討し、計画を立てる。 ○静かな閲覧環境を求める利用者、イベント等で活発 できることから進
に図書館を利用したい利用者、子ども連れの利用者、 めている。
資料の充実を求める利用者、開館時間の延長を望む
利用者、それぞれが図書館に求めるものは違うため、
現状の施設ですべてを実現させることは不可能であ
るが、全体的なバランスや費用対効果を考えながら
施設の修繕とともに順次環境整備を進めていく。



●給食センター協議会

前年度の
成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標 総合評価

○円滑な中学校給食の実施及び給食センター「スマ ○協議会で、中学校給食施設の管理や運営に関する事
○協議会及び運営委 イル」の稼働。 項について審議を行う。
員会の開催を行っ ○給食センターの稼働に伴う運営委員会等、円滑な ○運営委員会及び部会で、中学校給食の円滑な運営に
い、円滑な中学校 中学校給食に向けた様々な取組と安心安全な給食 ついて必要な審議を行う。 Ａ
給食センターの稼 の提供。 ○安全安心な給食提供を図る。
働並びに安全安心 ○給食センター建築後の瑕疵担保期間や機器の保 ○施設及び調理器具等の総点検を行い、不具合部分の
な給食の提供を行 障期間の終了に伴い、施設の再点検及び改修の 改修及び調理機器の保守について精査を行う。
った。 実施。

評価 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価 成 果 と 課 題 関係者評価

項目（評価小項目） 結果 （評価結果の分析） （結果・分析）

分野
（A･B･C） 及び改善方策

○協議会委員会を開催
中 協議会委員会 ○中学校給食施設の管理や運営に関する ○会議を２回開催し、規約、規定に基づき施設及び設備 し審議を行うことで

の開催 事項について審議を行う。 Ａ の保守（瑕疵）内容を精査し運営実施等を審議した。 滞りなく協議会運営

学 を推進することがで
きている。

Ａ Ａ

給 ○中学校給食の円滑な運営について必要 ○運営委員会を２回、献立編成部会６回、物資納入者選 ○運営委員会、部会を
運営委員会及 な審議を行う。 Ａ 定部会６回、アレルギー対応部会１回を開催し、献立 開催し審議を行うこ

食 び部会の開催 編成や物資納入並びにアレルギー対応について審議し とで、給食の円滑な
た。 運営を推進している

充 ○ヒューマンエラーを限りなくゼロにするため、各関係 ○各関係機関と連携を
安全安心な給 ○危機管理マニュアルに従い、センター、Ａ Ａ Ａ 機関と連携を図り未然防止対策に努めた。 図り安全安心な給食

実 食提供 学校、教育委員会と連携を図る。 提供の推進に努めて
（調理稼働日数：１７２日 合計調理数：５９３,０４６食） いる。

○各学校別の残食率等の集計、給食時の ○各中学校の学年別残食率の集計や給食時の視察を行い、○各学校と密な連携を
残食の抑制及 視察、献立編成等を行い、残食率を抑 Ａ Ａ Ａ 献立や傾向等の分析を行い対策や献立を工夫する等の 図り、残食の原因等
び対策 制する。 改善を図った。 の分析を行ってい

○栄養教諭及び栄養職員が中学校に出向き生徒を対象と る。
した食育等の講演の実施。


